大西閑雪と〈関寺小町〉 by 関屋 俊彦
はじめに
私が武庫川女子大学に奉職したのは、昭和五十二年四月からで
あった。初めての大学専任、それもまだ独身で女子大という環境でもあり、深い思い出がある。研究面では、あのころは和泉流の山脇和泉家と野村又三郎家の年譜考証を行なっていた で、 『武庫川女子大紀要』二十五集と『武庫川国文』十三号、十四・十五合併号に書いている。その後、 関西大学に戻り、 平成二 九年三月発行の『国文学論集』古稀記念号に短い思い出を綴っている。出身校からの要請があったとはいえ、 年しかいなかったことは身勝手な印象を与えていたことであろうと長年気になっていた。そこに今回 思 もかけず原稿依頼であった。既に退職している身とはいえ まだ研究する心は忘れていませんよということを知らせたい機会を与えてくださって感謝する次第 る。
この機会に何を選ぼうかと思ったが、大西家の〈関寺小町〉を取
り上げることとした。
相変わらず能楽研究 続けているが、目下 観世流能楽師大西智
久氏の御厚意で「大西家蔵書解題目録」を作成中で る。大阪で能楽師の家として一番古い歴史を誇り、梅田という一等地にあった大阪能楽会館は平成二十九年で以て閉館し 。私が 阪能楽会館 出入りするようになったのは、 学院生のころ、伊藤正義先生に導か
れ、 大阪能楽観賞会の一員として参加するようになってからである。『なにわ大阪の「笑い」に関する調査と研究』 （平成三十年三月・関西大学なにわ 研究センター）にも書いたことだが、当時「蔵」と呼ばれていた本棚を順次調べていて驚いた。会館そのものは昭和三十四年に竣工しているので、大したものは残っていないだろうと高をくくっていたのだが、室町時代の『拾菓抄』まで出てくる。これについては、既に岡田三津子氏と「資料紹介と翻刻
　
大西家所蔵
　
宴曲『拾菓抄』 」と題して大阪工業大学紀要のインターネットで公開している。そのほか未公開 資料が予想以上に多 。その中 大胆にも〈関寺小町〉を選んだのは、関寺が の最高秘曲で、大西閑雪が二度までも演じているからである。
以下、本文引用に際しては旧漢字を通行の新字体に直したり、わ
かりやすいように読点を付した場合もある。
第一章
　
大西閑雪略歴
大西閑雪がどういう人物であるかということについては、大西智
久氏の父君信久氏の『初舞台七十年』 （昭和五十四年三月・ 西松諷社） もあるが、 ここでは一般的評価の代表として 『能楽大事典』 （平成二十四年一月・筑摩書房）を一部省略して引用 み 。
大西閑雪【おおにしかんせつ】天保十一年（一八四〇）～大正五
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年（一九一六）十二月十四日。大西家五世。初代は姫路出身で宝暦十二年（一七六二）京観世五軒家のひとつ岩井家に学んだ新右衛門宗明で大坂に住むようになった。閑雪は四世新右衛門（のち寸松・虚雪）の次男。幼名、新蔵。前名、鑑一郎・新右衛門。実名、信冑。万延元年（一八六〇）家督相続。還暦の時、 観世清廉より免許皆伝、雪号を贈られ閑雪と名乗る。住友家の後援もあって主催する松諷社は関西随一の勢力を誇った。
第二章
　
大西閑雪第一回めの〈関寺小町〉
さて、当該の閑雪の〈関寺小町〉の件である。大西閑雪は明治
三十九年、初めて〈関寺小町〉を演じた。
能楽専門誌『能楽』第四巻三号（明治三十九年三月号）には次の
ように紹介されている。能組は当日の全体の状況がわかるように全曲の配役を記した。
　
「地方能楽界▲摂津国大阪市
　
当地観世流の元老大西閑雪翁、今
回、家元より関寺小町を免許されたる披露の為め、三月四日、博物場舞台に於て左の能楽あり。古来、関寺小町は弟子家には相伝なきものなりしに、特別を以て免許せられしなりといふ。翁
　　
面箱
　　
高木兵太郎
　
　　　
三番叟
　
茂山久治
　
　　　
千歳
　　
岩名萬次郎
嵐山
　
大西新 郎
　
谷口喜三郎
　
佐々木籌之助
　
　　　
田村弥三
　
大倉喜太郎
　
森田光風
　　
末広
 河村鍵三郎
羽衣
　
片山九郎三郎
　
林吉兵衛
　　
前川光隆
　　　　
田中耕吉
　　
猪飼九十郎
　
森田光次
　
　　
居杭
　
茂山良一
関寺小町
　
大西閑雪
　　　　
谷市之進
　　
森田操
　　　
中村猪八郎
　
高井孝吉
　　
筆染の伝、移り拍子、送り留伝
　　
薩摩守
　　
野村又三郎
　　　
改正謡入
七騎落
　　
大西亮太郎
　　
谷口喜三郎
　　
永瀬直義
　
恐之舞
　　
中村信一
　　
大畠操
　　　
　　
花折
　　　
茂山忠三郎
　
乱
　　
大西亮太郎
　　
林吉兵衛
　　
佐々木籌之助
　　
双之舞
　　　　　　
大江又三郎
　
荒木賀光
　　　
森田光次
　　　
栄保助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
『能楽』四巻二号には別の箇所で大阪松諷社定期能楽会の第一回めが二月十八日に大阪博物場で行なわれることに併せて、会則をこと細かに決めていることを報じているので、閑雪が〈関寺小町〉を演じるのはその祝賀の意味もあったであろう。但し、 『能楽』は池内信嘉の発行兼編輯人になるものであるが、発行所の能楽館はあくまで東京であるので、閑雪が二度目の〈関寺小町〉を演じていることについては、まったく触れていない。実は倉田喜弘氏『明治の能楽』三の「大阪朝日新聞」二月二十六
日に載せられた予告記事に 「右は閑雪の関寺一世一代、新三郎の翁の披と触込もの／＼し。扨、宝生九郎前年関寺を勤めし折 脇を宝生金五郎に頼みしに、未熟 某御免なれと云ふ、九郎平生の傲岸に似ず菓子折持参、平に と頼みければ 金五郎も此の上はと
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承諾し、関寺小町の大物此に勤めおふせたりとの美談あり。然るに閑雪の一世一代に脇を中村弥三郎とせぬは如何ん。物足らぬ／＼、 」と対象はワキの役不足（猪八郎は当時二十三歳）であるとはいうものの批判的である。
猶、 〈関寺小町〉の小書「筆染之伝」はクセの「筆を染めて」で、
扇の要を筆の穂に見立て、墨継ぎの様子を見せる、 「移拍子之伝」は子方が舞う を見て興を催したシテが「幾久しさぞ万歳楽」と扇で床を二つ打つ様、 「送り留伝」はシテが幕へ入ったのち囃子の演奏だけが二―三クサリ残る留め方。山崎有一郎氏の「梅若万三郎の「関寺小町」 」 （ 『観世』昭和六十一年七月号）によれば「梅若だけにある小書」と紹介する特殊演出である。
第三章
　『國諷』の記述
『國諷』という雑誌がある。今のところ私は『鴻山文庫蔵能楽資料解題下』
（法政大学能楽研究所編） のものでしか確認していない。
大阪國諷会発行で創刊は明治三十九年七月で十一巻五号（大正十五年六月）までの六十七冊あるが、残念ながら欠号が目立つ。「國諷」は第二号（明治三十九年八月）によると「こくふう」と読む。その評判について「大阪時事新報」を引いて「大阪に於け能楽界唯一の雑誌」と位置付けるものの今の ころバッ ナンバーの揃いを所蔵されている機関乃至個人の方はいらっしゃらないようである。以下、創刊号には泉鏡花が祝詞を述べ、大和田健樹が 今たび国諷てふ文の世に出んとするをうれしみて
　
難
波江や波間にし
げるよし しをか
きわけ行かん海士小舟かも」の一首を寄せてい
る。更に「 会設立 趣旨」 「国諷会規定」が細かく記され、 「会
員芳名」が載っている。すなわち「賛助会員之部」として「大西閑雪君大阪市北区曽根崎中二丁目
　
大西亮太郎君
　
同南区塩町三丁
目」とある。
創刊号はまさに大西閑雪の〈関寺小町〉の緑モノトーングラビア
写真が冒頭に掲げられているのを見ても、いかに力を入れた大曲であったかがわかる。能組については次のごとくで役割がわかりやすく書かれている。「四月十六日於大阪博物場
　
シ
テ大西閑雪
　
ワキ中村伊八郎
　
ツ
レ田中耕吉
　
ツ
レ谷田民之助
　
子方
　
片山清久
　
笛
　
森田操
　
小鼓
　
高井幸吉
　
大
鼓
　
谷市之進
　
後見
　
大西新三郎
　
後見
　
群保太郎
　
地頭
　
大
西亮太郎
　
地
　
大江
　
橋岡
　
衣笠
　
井上
　
菊田
　
江田
　
安
森
　
大槻」
　
日付は『能楽』の「三月四日」でなく「四月十六日」である。実
際には延期されたと認められるのではあ まいか また、 『能楽』と比べて地謡まで詳しく記さ ていること そし 、編集子（閑雪自身であろう）は「大能関寺小町に就て」と語っている。当時の見解を示しているので以下に転載す 。「作者は観世流二代目結崎世阿弥元清にして、 （中略）観世流にては重習の奥にあり、宝生流にては桧垣、姨捨と共に三老女と称へ、金春流にては一子相伝に置き、金剛流にては卒都婆 鸚
鵡小町
とゝもに三老女となし、喜多流に もこれを習ひと称ひ居 るが、観世流にて 二代目以後七代目観世宗節が永禄十一年七月岐阜において織田信長の命を蒙り此能を勤め、又其彼十五代観世元章が明和年間に勤めたる外歴史としては見ることなけれど宗家のみは代々稽古し来れる事論を俟たざるべし、明治になりては八九年頃閑雪翁の
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亡父寸松翁が謡のみを披き、又十一二年頃喜多文十郎氏が京都にて能を勤め、三十四年五月に東京の梅若実翁が始めて弟子家として勤めたるものなるが同翁は弟子家とは云へ殆ど別家の勢力及び権能を有することなれば純粋の弟子家としてこれを勤めたるは閑雪翁を以て嚆矢となすなり、 」「一世一代」すなわち生涯にただ一度きりの演能ということであるが、閑雪は翌年四月に二回目を演じている。これは初めてのことである。中央の能界では取 上げられていない。せいぜい『京都新聞』に演能直前になっての明治四十年四月二日（倉田喜弘氏『明治の能楽』四）になって紹介されているだけである。ここでは これも『國諷 第二年第三巻（明治四十二年四月十二日）分に詳しで引用してみる。「四月中の能楽謡曲狂言会▲
三日（京都）片山能楽堂に於て大
西閑雪翁催しの大 会 り大阪に 喝采を得たる大曲「関寺小町」を再び演ぜられたり
　〈
忠度〉宝生嘉内
　
山本十郎三
　
谷口喜
三郎
　
土
肥実
　
森田光風
　〈杜若〉恋の舞
　
片山九郎三郎
　
岩山竣
　
林吉兵衛
　
武
村龍之助
　
小寺準之助
　
杉次郎助
　〈関寺小町〉大西
閑雪
　
中
村猪八郎
　
谷市之進
　
高井孝
𠮷
　
森
田操
　〈安宅〉勧進帳
　
延年之舞
　
大
西亮太郎
　
岩山峻
　
谷口喜三郎
　
曽和鼓堂
　
森田光風
　
〈小鍛冶〉大江又三郎
　
中
村猪八郎
　
林喜兵衛
　
須川栄次郎
　
前川
光隆
　
林
次郎助
　〈粟田口〉茂山千五郎
　〈宗論〉茂山良一
　
茂山真
一〈貰聟〉茂山忠三郎〈腫物〉 池 〈安宅間〉茂山千五郎」この二回目の演能については倉田喜弘氏『明治 能楽 （四）には掲載されていない。各新聞社、 〈関寺小町〉は「一世一代」ということに だわり、伏せたものであろうか。
第四章
　
服部慰安斎筆〈関寺小町〉本文翻刻
大西家には当然ながら〈関寺小町〉にかかわるものが伝来されて
いる。その中で珍しい最古写本と思われるものを、この際紹介したい。もっとも閑雪がこれを見ていたかは定かではないことを断っておきた 。まず、奥書以外の書誌を押さえておく。アルファベットは便宜上付けたものである。Ａ［分類］謡本の部
　
番謡巻子本
　『関寺小町』巻子本一巻
内題： 「関寺小町」外題：巻子金青地貼題箋直書「関寺小町」 。箱書：墨書蓋側 ／櫟材」 。本体裏側「佐治」 。茶色木箱寸法：
217×
60×
53（高さ） ㎜・茶色鹿革紐
寸法：
84×
6645㎜。
巻数：一軸（象牙軸）料紙：金松・銀柳・銀雲光悦風手書四季花風物絵本文： 〈関寺小町〉全文節付以下、本文の翻刻を試みる。
　
［凡例］一、伊藤正義氏『謡曲集』 （新潮社）の方針を参考にしている。一、旧字体はなるべく通行の字体に改めた。但し、カタカナを使っ
ていることも特色であるので、そのままとした。
一、 （
　
）は任意。乀は節記号。／は行替えを示す。
「同」は「同音」
で、この当時、舞台上の全員が謡っていたもの。但し、本書では地謡と同音の混在が認められる。
　　　　
関寺小町
［次第］
（ワキ／ワキ連）
乀待えて今そ秋にあふ／＼
　
星のまつりをい
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そかむ［名ノリ］
ワキ
「是ハ江州関寺の住僧にて候
　
今日ハ七月七日にて
候ほとに
　
七夕の祭を執〔り〕行〔ひ〕候
　
又此山陰に老女の庵を
結て候か
　
歌道をきはめたるよし申〔し〕候程に
　
おさなき人ゝを
ともなひ申〔し〕
　
彼老女の物語をも承らはやと存〔じ〕候
　
［サシ］
（ワキ／ワキ連）
乀颯ゝたる涼風と衰鬢と
　
一時に来る初秋の
　
七日の夕〔べ〕にハやなりぬ
　
ワキ
乀今日七夕の手向とて
　
糸竹呂
律の色ゝに
　
ことをつくして敷島の
［上 （ゲ） 歌］
（ワキ／ワキ連）
乀みちをねかひの糸はへて／＼
　
織 〔る〕
や錦のはたすゝき
　
花をもそへて秋草の
　
露の玉ことかきならす
　
松風まてもおりからの
　
手向にかなふゆふへかな／＼
［サシ］
シテ〔老女〕
乀朝〔に〕一鉢を得され共求〔む〕るにあたハ
す
　
草衣夕〔べ〕のはたへをかくさゝれ共
　
をきぬふに便〔り〕あ
り
　
花ハ雨のすくるによつて紅まさにおひたり
　
柳ハ風にあさむか
れて緑やうやくたれり
　
人更に若き事なく
　
つ井には老〔い〕のう
くひすのもゝさへつりの春はくれ共
　
昔にかへる秋ハなし
　
あらこ
しかた恋しや／＼［問答］
ワキ詞
「如何に老女に申〔す〕へき事の候
　
是は此関寺に住
〔む〕者にて候か
　
此寺の児達歌を御けいこにて候か
　
老女の御事
を聞〔き〕及〔び〕給ひ
　
歌を御けいこにて候か
　
老女の御事を聞
〔き〕及〔び〕給ひ
　
歌をよむへきやうをもとひ申〔し〕
　
又御物語
をも承らむ為に
　
児達もこれへ御出にて候
　
シテ〔老〕詞
「おもひ
もよらぬ事 承 り 候ものかな
　
むもれ木の人しれぬことゝなり
　
花薄穂に出すへきにしもあらす
　
心をたねとして言葉のはな色香に
そまは
　
なとかそのふうをえさらむ
　
やさしくもおさなき人ゝの御
心にすき給ふものかな
　
ワキ
「まつ／＼あまねく人のもてあそび候
ふハ
　
難波津の歌をもつて
　
手習ふ人の始〔め〕にもすへきよしき
こえ候よなふ
　
シテ〔老女〕
「夫歌は神代よりハしまれとも
　
文字の
数定［ま］らすして
　
ことの心分［き］かたかりけらし
　
いま人の
代と成て
　
めてたかりしよつきを讀おさめし詠歌なれはとて
　
難波
津の歌をも あそひ候
　
ワキ
「又浅香山の歌は
　
大君の御心をやハ
らけしゆへに
　
是又めてたき詠歌よなふ
　
シテ〔老女〕
「実よく心得
給ひたり
　
此二歌を父母として
　
ワキ
乀手習ふ人の始と成て
　
シテ
〔老女〕
「高キ賤キ人をもわかす
　
ワキ
乀都鄙遠国のひな人や
　
シテ 〔老
女〕
乀我等こときの庶人まても
　
ワキ
乀すける心に
　
シテ〔老〕
乀近
江のうみの
　
［上ゲ歌］
同
乀さゝ浪や
　
はまの真砂ハつくるとも
　
／＼
　
よむこ
との葉はよもつきし
　
青柳の糸たえす
　
松の葉のちりうせぬ
　
たね
は心とおほしめせ
　
たとひ時うつりことさるとも
　
此歌の文字あら
ハ
　
鳥の跡もつきせしや
　
鳥のあともつきせし
［問答］
ワキ
「有難候
　
故〔き〕歌人の言おほしといへとも
　
女の
歌ハまれなるに
　
老女の御事ためしすくなうこそ候へ
　
わかせこか
くへきよひなりさゝかにの
　
蜘〔蛛〕の振舞かねてしるしも
　
是は
女の歌候か
　
シテ〔老〕
「是ハ古へ衣通姫の御歌也
　「衣通姫とはい
むけう天皇のきさきにて御坐ス
　
かたのことく我等も其流をこそ
まなひ候へ
　
ワキ
「サテハソトヲリ姫ノ流ヲマナヒ給フカヤ
　
近年
きこえたる小野小町こそ
　
そとほりひめの流とは承れ
　
わひぬれハ
身をうき草の根をたえて
　
さそふ水あらはいなむとそ思ふ
　
是ハ
小町の歌候な
　
シテ〔老〕
乀是は大江の惟明かこゝろかハりせし程
に
　
世ノ中物うかりしに
　「文屋の康秀か三河守になりてくたりし
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時
　
田舎にてこゝをも慰めよかしと我を誘ひし程によみし歌也
［クドキ］
シテ
乀忘テ年を経しものを
　
聞〔け〕は涙のふることの
　
又思ハるゝ悲〔し〕さよ［問答］
ワキ
「不思議やなわひぬれハの歌は
　
我読たりしと承り
　
又衣通姫の流と聞えつるも小町也
　
実年月をかんかふるに
　
老女は
もゝに及〔ぶ〕といへは
　
縦小町のなからふるとも
　
いまた此世に
有へきなれハ
　
今ハうたかふ所もなく
　
御身は小町のはてそとよ
　
乀さのミなつゝみ給ひそ よ
　
シテ〔老〕
乀いやこまちとハハつか
しや
　
色みえてとこそ読し物を
［上（ゲ）歌］
同
乀うつろふ物は世ノ中の
　
人の心の花やみゆる
　
恥しやわひぬれハ身を浮草の根を絶テサソフ水アラハ今モイナントソ思フ恥か［クリ］
（同）
乀実やつゝめ共
　
袖にたまらぬしら玉は
　
人をみぬ目
の涙の雨
　
ふることのミを思ひ草の
　
花しほれたる身のはて迄
　
何
白露の名残ならん
　
［サシ］
（シテ）
乀思ひつゝぬれハや人のみえつらむと
　
同乀読しも
いまは身の上に
　
なからへきぬる年月を
　
送［り］向へテ春秋の
　
つゆ往［き］霜来［たつ］て草葉変し
　
虫の音もかれたり
　
（シテ）
乀生命既にかきりと成て
　（同）乀只槿花一日の栄ニヲナシ
［クセ］
（同）
乀あるハなく
　
なきはかすそふ世ノ中に
　
哀［れ］何
れの日まてなけかんと
　
詠せし事も我なから
　
いつまて草のはなさ
んし
　
葉落テモ残［り］けるハ
　
露のいのちなりけるそ
　
こひしの
むかしや
　
しのハしの古〔へ〕のみやと
　
おもひし時たにも
　
又古
事に成行〔く〕身の
　
せめて今ハまた
　
初［め］の老そ恋しき
　
哀
［れ］実古〔へ〕ハ
　
一夜泊りしやと迄も
　
たいまいヲカサリ
　
垣
に金花を掛［け］
　
戸には水晶をつらねつゝ
　
鸞輿属車の玉きぬの
　
色をかさりて敷妙の
　
枕つく妻屋の内にしては
　
花の錦のしとねの
　
おきふしなりしみなれ共
　
今ハはにふの
　
こやたまを敷し床ならん
　
（シテ）老
乀関寺の鐘の声
　
諸行無常ときくなれ共
　
老耳にハやくも
なし
　
逢坂の山風の
　
是生滅法の
　
ことハりをもえハこそ
　
飛花落
葉の折ゝは
　
すける道とて草の戸に
　
硯をならしつゝ
　
筆を染テモ
シホ草
　
かくや言の葉のかれ／＼に
　
哀［れ］成やうにテツヨカラ
ス
　
ツヨカラヌハヲウナノ歌なれは
　
イトゝシク老ノミノ
　
ヨハリ
ユクハテソ悲シキ
　
［問答］
ツレワキ
「如何に老女
　
七夕の祭をそなはり候
　
ワキ
「いか
に老女
　
七夕の手向のあそひ御出有テ御覧候へ
　
シテ〔老〕
「イヤ
／＼老女か事は憚にて候程に思もよらす候
　
ワキ
「何の苦う候ヘキ
　
只ゝ御出候へとよ［上ゲ歌］
同
乀七夕の
　
織〔る〕糸竹の手向草
　
幾年経てかかけろ
ふの
　
小野のこまちの百年に
　
及や天つ星あひの
　
雲の上人に馴ゝ
し
　
袖も今ハ麻衣の
　
浅猿やいたハしや
　
めもあてられぬ有様
［歌］
同
乀とても今宵は七夕の／＼
　
手向のかすも色ゝの
　
アルイ
ハ糸竹に
　
かけて廻らす盃の
　
雪をうけたる童舞の袖そおもしろき
　
［詠］
（同）
乀星まつるなり呉竹の
　
シテ〔老〕
乀世ゝを経てすむ行末
の
　
地乀幾久しさそ万歳楽
［□］
シテ〔老女〕
「荒面白の舞の袖やな
　
昔豊の明〔り〕の五節の
舞姫の
　
袖こそ五度返しゝか
　
是又織姫の手向の袖ならは
　
七返し
にてやあるへき
　
同「狂人走れは不狂人も走るとかや
　
今の童舞の
袖にひかれて
　
乀狂人こそ走候へ
　
［ワカ］
シテ
乀百年は
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（ 【舞】 ）［ワカ］
シテ
乀百年ハ
　
花に宿りし
　
胡蝶の舞
［ノリ地］
地
乀哀なり／＼
　
老木の花の枝
　
シテ〔老〕
乀さす袖もた
わすれ
　
地
乀もすそもあしよハく
　
シテ〔老〕
乀たゝよふ浪の
　
地
乀立舞〔ふ〕袂はひるかへせ共
　
昔に返す袖は有ハこそ
　
シテ〔老〕
乀あら恋しの古へやな
　
［ノリ地］
地
乀去程に初秋のみしかよ
　
ハや明方の
　
関寺の鐘
　
シテ
〔老〕
乀鳥もしきりに
　
地乀告渡るしのゝめの
　
朝間にモナラハ
　
［歌］
シテ〔老〕
乀ハツカシノ森の
　
同
乀／＼
　
木かくれもよもあら
し
　
い
とま申て帰ルトテ
　
杖にすかりてよろ／＼と
　
もとのわら屋
に帰けり
　
百年の姥ときこえしは
　
小町かはての名なりけり／＼
慶長拾六
　　　
服部慰安斎
　　
十二月日
　　　　
暮閑（花押）
虚徳院さま参
右御所持之本之黒雪斎自筆自章粉倫無之御数寄故与為事にて尚以被稽古可然候　
寛永九年
　　
観世三十郎
十二月日
　　　　
重成（花押）
古筆了佐老問題となるのは、やはり奥書であろう。 十 年は
1611年。服部
慰安斎暮閑は観世家九世（寛永三年
61歳没） 。法名の観世黒雪が通
称として知られる。寛永九年は
1669年。観世三十郎重成は観世家十世
安休（明暦四年
58歳没） 。古筆了佐（天正十年～寛文二年）は平沢
節世。近衛前久か 鑑定を学び、古筆家の祖とされる。
観世黒雪が慰安斎名を称したのは慶長十五年五月に駿府を出奔し
てから十七年二月に赦免されるまでの短い期間に称した斎号とされる。それに当てはまるものは『鴻山文庫本の研究謡
本の部』では
一
26「慶長十六年服部慰安斎筆曲舞・小謡」一巻（ 『鴻山文庫蔵能
楽資料解題上
』にも）くらいであろうか。極めて珍しい資料とい
うことにな
第五章
　
そのほかの大西家所蔵〈関寺小町〉一覧
ここでは、そのほかの大西家所蔵〈関寺小町〉を書誌事項に絞っ
て紹介する。［分類］謡本の部
　
番謡写本
B『 （小宮山藤右衛門五番綴謡本） 』一冊
表紙：紺地金銀流雲模様寸法：
225×
160㎜。
内題： 「石橋
　
頼政
　
関寺小町
　
正尊
　
唐舟」
（目次による） 。
外題（題箋）
127×
28㎜・赤地金雲端草花模様「石
　
頼
　
関
　
昌
　
唐」
。
丁数：綴帖装・墨付前題
1丁・
48丁。
奥書： 「小宮山藤右入道紹有（花押）／小池右京進殿」
。
備考：中奥書： 〈石橋〉 奥に 「天文廿二年六月三日／観世小次郎／元頼」とある。天文廿二年は
1553年。観世元頼（永正十五年〈
1518〉～元亀四
年〈
1573〉 ）は観世座脇方。
〈頼政〉奥に「此御本、以観世小次郎権守信光、同弥次郎、長俊青
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表紙之本写、 （中略）／天正廿年二月四日／観世小次郎元頼」とある。天正廿年は
1551年に当たる。 〈関寺小町〉奥に「此御本、以信光
丸本之青表紙（中略）／永禄元年二月二日／観世小次郎元頼」とある。永禄元年は
1558年に当たる。
〈正尊〉奥に「此御本、以信光丸本之青表紙被写之（中略）／永禄元年三月七日／観世小次郎元頼」 とある。永禄元 は
1558年に当たる。
〈唐船〉中奥書に「此御本、引合青表紙 改詞之（中略）観世小次郎元頼（花押） 」とある。また、 『鴻山文庫蔵能楽資料解題
　
上
』に
よると「小宮山藤右衛門元政本五
番綴十七冊」は綴帖装桝形本
で、もと一番綴だったのを五番綴に改装した本で、小宮山も不明の人物。
C岩井家旧蔵四冊謡写本箱入
3／
4『関寺小町』
内題：なし。外題：なし。奥書： 「右御所望／観世黒雪斎清書之本以／今書写 畢／石田松雪斎／寛永五暦盛寒下旬日／了玄（花押）／木村七兵衛殿」 。表紙：青地御堂風景金浮出模様・糸綴
4穴。
丁数：綴帖装墨付
13丁・遊紙前後各
1丁。料紙斐紙金箔流し。
備考：寛永五年は
1628年。観世黒雪は観世家九世身愛（寛永三年
61歳
没） 。石田松雪斎 『鴻山文庫本の研究謡
本の部』一
52「石田松
風斎自筆本」によれば石田友雪の弟ら い。［分類］番謡一番綴版本
D一番綴版本謡本『関寺小町』
内題： 「関寺小町」 。外題：緑地金 周辺風景模様表紙。白地金箔散らし模様貼題箋
164
×
32㎜。
「せき寺小町」 。寸法：
227×
165㎜。金糸綴
4穴。
丁数：墨付全
11丁。朱直しあり。
E一番綴版本謡本『関寺小町』
内題： 「関寺小町」 。外題：表紙剥離。奥書： 「享保十八癸丑歳仲呂／皇都二條通御幸町西入町／山本長兵衛（黒鼎角印「本家」 ） 」 。寸法：
225×
162㎜。白糸綴
4穴。
丁数：墨付全
11丁。朱直しあり。
備考：享保十八年は
1733年。 『鴻山文庫本の研究
　
謡本の部』
330イに
近い。元は朱鼎印で五番綴か。［分類］番謡二番綴版本
F二番綴版本謡本『関寺小町・東北』
内題： 「関寺小町／東北」 。外題：鼠損剥離。寸法：
228×
163㎜・茶覆表紙若干残存・白糸綴
4穴。
丁数：墨付全
19丁。
備考：朱丸印「南月」 ・近代のいわゆる檜版本。［分類］謡本の部
　
番謡版本
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G五番綴『右近／女郎花／関寺小町／二人静／浮舟』版本袋綴一冊。
内題： 「右近／女郎花／関寺小町／二人静／浮船」 。外題：
74×
98㎜・白地金箔散らし刷題箋「右近／をミなへし／関寺
小町／二人しつか／浮舟（朱）改」
。
寸法：
228×
166㎜。布目茶色覆表紙・後補緑糸綴
4穴。
丁数：前遊紙一丁・朱入墨付
46丁半。
奥書： 「右之本者観世左近太夫／以章句真本今亦新令改／版者也／享保十八癸丑歳／山本長兵衛（朱角印） （黒角印） 」 。備考：享保十八年は
1733年。 『鴻山文庫本の研究
　
謡本の部』五
330に
ほぼ同じ。貞享三年
　
九月本からの覆刻。
H二番綴版本謡本『関寺小町／軒端梅』
内題： 「関寺小町／軒端梅」 。外題：
168×
36㎜・黄地直書題箋「関寺小町／軒端梅」 。
寸法：
220×
162㎜・灰地縦横黄緑線覆表紙・白糸綴
4穴。
丁数：前遊紙一丁・朱書込み墨付袋綴
19丁。
奥書：なし。備考：奥書はないが「鵜飼／船弁慶」等と同一の享保十八年（
1733）
山本長兵衛版。 『鴻山文庫本の研究謡
本の部』五
330参照。貞享三
年九月本からの覆刻。本来、五番綴。表紙裏表紙は改装したもの。
I十番綴『鸚鵡小町／定家／夕顔／江口／桧垣／芭蕉／関寺小町／
軒端梅／仏原／野宮』版本袋綴一冊。目次： 「鸚鵡小町／定家／夕顔／江口／桧垣／芭蕉／関寺小町／軒
端梅／仏原／野宮」内題： 「鸚鵡小町／定家／夕顔／江口／桧垣／芭蕉／関寺小町／軒端梅／仏原 野宮」外題：なし。寸法：
268×
190㎜。青表紙・赤糸綴
5穴。
丁数：各曲前に遊紙一丁・朱入墨付
96丁・全
105丁。
奥書：なし。備考：柱刻と て漢数字付す・各曲冒頭に漢数字と曲名略記。 「鸚鵡
　
十
一／定家
　
十二／夕顔
　
十三／江口
　
十四／桧垣
　
十五／芭
蕉十六／関寺七／東北十八／仏原十九／野宮二十」 。挟み紙（
160×
330㎜）に「此書入ニ帀トアルハ玄用居士ノ事也、追ト
アルハ今ノ織部清親ノコト也、師ノ を分テ親子両人ニ当たる、又、三十トアルモ清親ノ事也、其比ハ三十郎殿ト云シ故也。金トアルハ金十郎殿事也、巌トアルハ岩尾也、十郎太ノ事也、清トアルハ赤坂清休ノ事、金トアルハ金剛金春 シルシニ書タル所モアルナリ」とある。一連の 番綴謡本の頭注に記される人物名を確定 る上で大事な指摘である。すなわち、特に「今 織部清親」とあるのは観世家十四世織部清親（延享四〈
1747〉年
55歳没）のことであり、この本
の注釈の年代も推測できる。以下、 〈鸚鵡小町〉に「玄用居士ニ問テ此脇春藤源七」 「玄用居士曰権現様観世宗節」 「三十郎」 、 〈 家〉に「千云」 「小林云」 「玄用居士」 「葛流定家九ケ之伝」 、 〈夕顔〉に「玄用居士」 「今ノ織部」 、 〈桧垣〉に「玄用居士」 「巌云織部殿暮休老人」「紀州大納言様、 岸喜太夫ニ」 、 〈関寺小町〉に「追云」 「織部殿物語」 、〈野宮〉に「玄通老人」 「久長」の記述あり。
― 59 ―
［分類］謡本の部
　
昭和期の謡本
J活字版五番綴『右近／女郎花／関寺小町／自然居士／大会』
内題： 「右近／女郎花／関寺小町／自然居士／大会」外題：
67×
94㎜・白地金箔散し横形題題簽「右近／女郎花／関寺小
町／自然居士／大会／内十七」＊朱押印「大西」 。寸法：
233×
167㎜・群千鳥模様 刷黒表紙。茶糸綴
4穴。活字朱入刷
全
75丁。
奥書： 「昭和八年八月十五日発行／訂正著作者
　
廿
四世観世左近／
発行兼印刷者
　
檜常之助／発行所
　
檜書店」
備考： 『鴻山文庫蔵能楽資料解題
　
上
』二五
9に同じ。基本的には
大正版を踏襲。［分類］謡本之部
　
部分謡刊本
　
五番綴謡本
K『右近／女郎花／関寺小町／自然居士／大会／十七』版本
1冊。
内題： 「右近／女郎花／関寺小町／自然居士／大会」外題：
70×
95㎜・白地金箔散し貼題箋「右近／女郎花／関寺小町／
自然居士／大会／十七」寸法：
238×
165㎜・黄緑地蔦草模様磨出し模様表紙・茶糸綴穴
4穴。
丁数：墨付
52丁半。
奥付： 「大正九年参月拾日五版／増補訂正相続者
　
大
喜多信秀（朱
丸印）／発行兼印刷者富永久世（朱丸印）／発行所
　
常磐会」
。
備考： 『鴻山文庫本乃研究謡
本の部』一四
43観世流の説明参照。
大喜多は大西信久『初舞台七十年』によると閑雪の妻てるの実家が大喜多家であって『鴻山文庫本の研究
　
謡
本の部』に「架空の名」
とするのは訂正を要す。
［伝書之部］能伝書
L下間少進『童舞抄』
2／
3（写本
3冊）
内題： 「湯谷／松風／江口／野宮／芭蕉／源氏供養／定家／楊貴妃／井幹（井筒）／千壽（千手） 采女 二人静／卒都婆小町／関寺小町／通小町／三井寺 柏崎／百萬／角田川／玉葛／女郎花／猩ゝ／鵜飼」 。目次： 「湯谷・松風・江口・野宮・芭蕉・源氏供養・定家・楊貴妃・井幹（井筒） ・千壽 千手 采女 二人静・卒都婆小町・関寺小町・通小町・三井寺・柏崎・百萬・角田川・玉葛・女郎花・猩ゝ・鵜飼」 。外題：なし。表紙：黄地菊花卍茎模様布覆表紙 右下隅に 「三」 と墨書 白糸綴
4穴。
寸法：
285×
195㎜。
丁数：美濃本綴葉装・色替わり金銀薄靡雲模様・朱入墨付
77丁・前
後遊紙各一丁。奥書： 「下間少進法印／仲孝（花押） （朱角印）／池田備後守殿／参」 。備考：第四冊奥書に慶長十五年とあり、慶長十五年は
1610年。下間少
進（元和二年〈
1616〉
65歳没）は本願寺坊官の能役者。翻刻は能楽資
料集成『下間少進集』Ⅰ あり、底本は鴻山文庫本で慶長元年の奥書であるが、それを転写したもの。
M『 （伝書抜書） 』折本一冊
内外題：なし寸法：
170×
110㎜。
丁数：墨付廿二折・遊紙二折。内容：小書・一調一管 一調一声・ 〈関寺小町〉享保十九年十二月
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十一日二御丸能・面十作・面毛書・面名寄・太鼓打様・ 〈卒都婆小町〉元文三年二月三日西ノ丸能清親・速水猪三郎殿ニ聞・平岩流〈海道下〉 ・ 〈花子〉大蔵千三郎竹内・多武峰〈七人翁〉 懺法等
N『 （三老女伝授）壽』仮綴列帖装写本一冊。
内題： 〈関寺小町〉等。外題：仮表紙打付書「 （明）治十三年庚辰二月廿一日／寿／大西大先生様／冨田正教翁写」 。寸法：
270×
196㎜。紙縒綴穴
2穴。
丁数：墨付全
5丁。
備考：内容は「関寺小町秘伝五ケノ大事ト云／桧垣／姨捨」 。〈関寺小町〉の秘伝箇所を富田正教が書写している。明治十三年という時期だが、閑雪は四十歳になったばかり 四世の父新 虚雪は七十歳くらい。 「大先生」とあるので虚雪かとも思われるものの虚雪は関寺は演じていない。閑雪のために書写した すれば、相当早くから準備していたということになる。［分類］伝書の部・謡伝書活字本
O活字版三番綴『謡話録姨捨・檜垣・関寺小町』
内題： 「姨捨／檜垣／関寺小町」 。外題：直刷黒連花囲み模様「謡話録
　
姨捨／檜垣／関寺小町」
寸法：
189×
130㎜。
丁数：
4枚
奥書： 「大正三年十一月
　
謡話会／非売品（朱角印「謡話會印」
）
［分類］付の部・笛
P『 （笛譜） 』袋綴二冊
表紙：布表紙、白地赤緑蔦・銀井桁絵。内題：曲名列挙。外題：題箋（縦
116×
21㎜） ：金地、上方に「上」 「下」
と筆書き。寸法：
203×
147㎜。糸綴
4
穴。原稿箋
8行書き。袋綴。
丁数：上＝
196丁（丁数入り
190丁） ・下
212丁（丁数入
212丁） 。
押印＝「大西松諷社本部」の角朱印あり。内容：上＝高砂・弓八幡・御裳濯・志賀・松尾・吉野・伏見・淡路・鼓瀧・養老・絵馬・鵜飼・右近・呉服 佐保山・西王母・老松・白楽天・放生川・源太夫 難波 月宮殿・鵜祭・東方朔・白鬚 橘・大社・寝覚 江島 嵐山 加茂 玉津島 竹生島・和布刈 亀浦島・久瀬戸・玉井・皇帝 岩船・氷室・金札 田村・八嶋・箙 忠則・経正・千壽 木賊・関寺小町・二人静・吉野静・雲雀山 正尊・落葉・羽衣・胡蝶 陀羅尼落葉 杜若 小鹽 六浦 藤 誓願寺 朝顔・雲林院 葛城 遊行柳 姨捨 西行桜・雨月・熊野 松風 草紙洗小町 高野物狂・舞車 鞠物狂 紅葉狂 船弁慶 伍子胥・梅枝・天鼓 富士太鼓
下
＝邯鄲・唐船・枕慈童・太子・三笑・道明寺・一角仙人・
松山天狗 上宮太子 輪蔵 三輪 龍田 巻絹 室君 貴舟 放下僧・花月・自然居士 東岸居士 藤永 盛久 芦刈 春栄 安宅七騎落・小袖曽我・元服曽我・横山・鈴木・陰山・満仲・松虫・小督・錦木 厳島 海人 融・当麻 須磨源氏 弦上 石橋 望月・道成寺・鷺・国栖・大般若・源氏供養・花匡・籠祇王 弱法師 桜川・籠太鼓・柏崎 百万・三井寺 隅田川 蝉丸 丹後物狂・稲荷烏頭・女郎花 通小町・卒都婆小町・浮舟 玉葛 山 舟橋 歌
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占・烏帽子折・橋弁慶・蟻通・山姥・阿漕・葵上・黒塚・飛雲・葛城天狗・鶏龍田・熊坂・車僧・鐘引・鞍馬天狗・是界・張良・降魔・愛宕空也 鵜飼・鐘馗・檀風 谷行 生贄 鉢木・夜討曽我。御法・龍虎・春日龍神・大会 大蛇 松山鏡・昭君・小鍛冶 舎利 土蜘野守・大江山・項羽 羅生門・呂后・常陸帯・文覚・鵺・雷電・愛染川・愛壽 行家・錦戸・大仏供養・咸陽宮 土車 鳥追 殺生石・調伏曽我・禅師曽我 鉄輪 藤戸 正儀世守・俊寛 水無瀬・接待・景清・小原御幸 砧・竹雪・太刀掘・七人猩猩 猩猩［新加］犀・木幡・香椎・伍子胥・春近・鱗形・泰山府君・女伝・泣不動・横笛・菊慈童 獅子・湛海 駒浮猩猩 身延 七面［例］ 〈高砂〉ヒシキ
　
大
臣次第／今を始の旅衣／＼
　
中高温重テ／
名乗後一見せはやと存候小手ノ六ノ下備考：観世方・金剛方 金春方のことにも触れる。一、 〈嵐山〉末社間 猿聟の時「鷺方ハ猿舞アリ、兎角聞合」とあ
るなど鷺流の行なわれていた大正以前の記述か。
一、 〈草紙洗小町 に「乱拍子」 記述あり。一、遠い曲もあり。 〈女伝〉は不明曲。一、葉書一片あり。大西信久宛、白川盛の移転通知
第六章
　〈関寺小町〉研究の現状と今後の課題
今後の課題でもあるが、今回〈関寺小町〉の底本にした寛永九年
観世三十郎重成の写本、元は観世慰安斎黒雪の謡本からの転写ということで、それも確認しなければならない。インターネット「観世アーカイブ」によれば観世家に残っていることがわかっている。すなわち
127／
95／
1大西閑雪「関寺小町勤申ニ付書状」と
126／
90大西寸松「関寺小町の謡伝授に就き差入起請文」 （明治五年二月
二十二日）である。寸松のものは
N『 （三老女伝授）壽』でも触れ
たが虚雪は〈関寺小町〉は舞台では演じていない。謡そのものにかかわってのものであるようだ。〈関寺小町〉の成立については対象が対象であるだけに思ったほど論考は多くない。基本的には表章・牛尾美江両氏による「 〈関寺小町〉演能史」 （ 『観世』昭和六十一年六～九月号）の資料一覧と考察、 特に（一）が中心となる。それを踏まえて小田幸子氏が『観世』
（平成二十五年八月号） 「観阿弥から世阿弥へー〈関寺小町〉をめぐってー」で注の形ではあるが「成立に関しては異論もあり」とした上で、伊藤正義氏 、 『三道』以後と推測された説（新潮日本古典集成『謡曲集中
』解題）と天野文雄氏が永享二（一四三〇）年
以後とする（ 「 《関寺小町》 いつごろ制作されたのかー『音曲口伝』例曲と《関寺小町》の主題と趣向をめぐる試論」を批判しながら挙げている。観世宗家がどう考えていらっしゃ かであ が、 『観世』平成二十三年十月号の土屋恵一郎氏と 「対談《関寺小町》に思う」の中で「家の伝承によると《関寺》は、世阿弥が
42歳で書いたそう
です。これは
15世観世元章が記述しているのですが、学者の先生方
がおっしゃるには、
42歳ではなく
50歳前後ではないかということで
す。 」との言が注目されるところであろう。
ちなみに大西智久氏は父君信久氏が昭和五十四年三月二十一日に
〈関寺小町〉を演じられ、これで現行曲全曲を達成された時の思い出を「関寺上演ま の日々」 （ 『観世』昭和六十一年八月号）に綴られていらっしゃる。
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おわりに
〈関寺小町〉を含めて研究入門編としては高度な天野文雄氏『能楽手帖』 （角川ソフィア文庫・令和元年九月）をお勧めしたい。残念ながら私は実際の舞台を拝見した機会はなかったが、神戸女子大学で幸円次郎十三回忌追善と銘打った梅若万三郎氏のビデオを拝見した印象では、世阿弥作で間違いないのではなかろう と思えた。まず、 「上ゲ歌」での「心の花」は世阿弥が好んで使 用語でもある。次に謡曲を読むだけではわかりにくいが、それは、子方の活躍が印象的である。まさにそこには老いゆく身と若さとの対比が現れている。また、児姿遊舞は二曲 本風であり、次に続く老体・老舞は三体之始と位置づけられる好対照となっている絵 して世阿弥伝書である「二曲三体人形図」にある有名な絵柄でもある。そこにはシテの毅然とした品 が感じ 。堂本正樹氏が「人間の劇八条の『関寺小町』の意義」 （ 『観世』昭和六 一年七月号）には大槻能楽堂で見た金春八条の演じ方に「身を捻じって」感動したこ
「前年見た弓川の、何もせず、何も表現出来ないという只もうお上品ぶった平板さに比べ、 小町は恥じも外聞もない熱い血を抱いて、そこにズカリと生きていた だ。 」と氏独特の口調 述べられる。堂本氏は八 演じ方に世阿弥当時のまだ熟してい かも知れな が の素朴さを直感されたのではないだろうか。私流にいえば、 〈関寺小町〉の作品そのものは世阿弥作だ まだ秘曲化されてはい かったという が妥当なところではあ まいか。
本報告は、 令和二年（二〇二〇）一月二十六日に大阪大学豊中キャ
ンパスで開かれた六麓会で報告したも ある。種々ご 見をくさった方々に感謝申し上げたい。
また、本稿は、科学研究助成金基盤研究（Ｃ） 「大阪能楽会館蔵
書解題目録の作成ならびに茂山千五郎家と青家のかかわり」 （課題番号
18999955　
研究代表者関屋俊彦）に基づく研究成果の一部で
ある。
（せきや・としひこ
　
元本学専任講師
　
関西大学名誉教授）
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